
　認知症や知的障がい、精神障がいのある方は、財産管理や契約を自分で十分に行うことが
難しい場合があります。そこで、家庭裁判所が後見人等の援助者を選び、その選ばれた援助
者が本人にとって不利益が生じないよう、法律的なことや生活面に配慮しながら支援するの
が成年後見制度です。援助者になった人は、本人の意見を尊重し、本人の希望に沿った支援
を行うことを原則としています。
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直接すること

本人の

親族や福祉サービスなどと連携してお手伝いします。

に ん  い    こう け ん  せ い  ど

かていさいばんしょ

こうせいしょうしょ にんいこうけんけいやく

にんいこうけんかんとくにん

にんいこうけんかんとくにん

にんいこうけんじゅにんしゃ こうしょうやくば

せんにん

にんいこうけんにん

にんいこうけんにん

　本人があらかじめ公正証書で結んでおいた任意後見契約に従い、本人の判断能力が不十分になったと
きに任意後見人が本人を援助する制度です。
　契約後、本人の判断能力が不十分になった場合は、家庭裁判所に任意後見監督人選任の申立てをしま
す。任意後見人は任意後見監督人の監督のもと、本人の意思を尊重し、本人を代理した契約などの支援を
行います。

◆将来、認知症になったときに、家の管理など自分で判断できないことを信頼できる親族に決めてほしい。
◆初期アルツハイマー病と診断された。病気が進行した後のことを任せる人を決めておきたい。
◆全く身寄りがないので、何かあった時に頼める人が必要。

　判断能力が不十分になったときにお願いしたいことを決めて、本人と任意後見を
依頼された援助者（任意後見受任者）が公証役場で契約を結びます。

かていさいばんしょ にんいこうけんかんとくにん せんにん にんいこうけんじゅにんしゃ にんいこうけんにん

にん い  こうけん

　家庭裁判所が任意後見監督人を選任し、任意後見受任者は任意後見人となり、契
約内容に従って活動を始めます。

かていさいばんしょ

かていさいばんしょ

かていさいばんしょ

にんいこうけんかんとくにんせんにん

にんいこうけんかんとくにん

にんいこうけんじゅにんしゃ

にんいこうけんにん

こうけんにん

こうけんにん

にんい こう けんせいど

　本人の判断能力が不十分になったとき、家庭裁判所に「任意後見監督人選任」を
申立てます。申立てできるのは、本人、配偶者、四親等内の親族、任意後見受任者。
　家庭裁判所が決定した任意後見監督人は任意後見人の活動を確かめ、定期的に
家庭裁判所に報告します。弁護士や司法書士等が選ばれます。

　本人に代わって（本人を代理して）契約などの法律行為ができる権限です。
　例えば、預貯金の払戻し、解約、不動産の処分、遺産相続、病院や施設への
入退所手続きなどを代理できます。

　同意権は、本人が重要な法律行為を行う際に、その内容が本人に不利益が
ないかを検討し、問題がない場合に後見人等が同意する権限です。
　取消権は、本人が後見人等の同意を得ずに行った重要な法律行為（日常生
活に関する行為を除く）を無効なものとして取り消す権限です。
なお、任意後見制度には取消権がありません。

ほう て い  こう け ん  せ い   ど

こうけんかいし

せいねんこうけんにん

せいねんこうけんにん

どう   い   けん

だい  り   けん

とり けし けん

せいねんこうけんにんとう こう ほ  しゃ かていさいばんしょ

しゃかいこうけんがたこうけんにん

しゃかいこうけんがたこうけんにん

しみんこうけんにん

しんぱん ほ  さ かいし しんぱん ほ じょ かいし しんぱん

　親族、弁護士や司法書士、社会福祉士等の専門職、社会貢献型後見人（市民後見人）な

どの第三者が成年後見人等候補者になれます。家庭裁判所が本人のためにふさわしい

人かを判断し、決定します。

※社会貢献型後見人：社会貢献の精神を持ち、必要な知識と技量を身につけて

成年後見人等の活動を行う市民。

にんいこうけんにん にんいこうけんかんとくにん にんいこうけんにんじゅにんしゃ

かていさいばんしょ

せいねんこうけん　　もうしたてにん

成年後見の申立人

せいねん こう けんにん 

成年後見人等（援助者）になれる人

　家庭裁判所に制度利用を申請することができる人のことで、本人、配偶者、四親等内の

親族、任意後見人、任意後見監督人、任意後見人受任者です。申立てをする親族がいない

場合は、市区町村長等が申立てを行うことができます。

こうけん ほ  さ ほ じょ

かていさいばんしょ

かていさいばんしょ

　すでに本人の判断能力が不十分な場合に、家庭裁判所が適した援助者を決定する制度です。
　判断能力の程度により、後見、保佐、補助の3類型があります。
　成年後見人等（成年後見人、保佐人、補助人）は家庭裁判所の監督のもと、本人に不利益が生じない
よう本人を代理して契約などの法律行為や、本人が同意していない不利益な法律行為の取り消しなど
を行います。

◇妻（認知症）に代わり銀行で預貯金を払い戻そうとしたところ、「本人以外はできない」と言われた。
◇認知症の親が訪問販売被害に遭っているようだ。
◇認知症の父の入院費用を工面するため、父名義の家を売却したい。
◇親亡き後、知的障がいを持つ子どもの生活が心配だ。

類型 後　見
こう　　 けん

保　佐
ほ　　　さ

補　助
ほ　　  じょ

任意後見契約
にんいこうけんけいやく

任意後見人
にんいこうけんにん

代理権
だいりけん

こうけんにん

同意権・取消権
どういけん とりけしけん

任意後見監督人
にんいこうけんかんとくにん
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3,220
2,220

後見人等、監督人等の報酬
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もう  した　　  じゅん  び

申立て準備
もう  した

かていさいばんしょ

かていさいばんしょ

申立て
しん　り　　 しん  ぱん

審理・審判

にん  い  こう  けん けい やく

ほ  さ

もうした

こうけんにんとうこう ほ しゃ

せいねんこうけんにんとう

こうけんにんとう かんとくにんとう

せんにん

にんいこうけんかんとくにん

に ん いこうけん か んとくに ん

にんいこうけんにん

にんいこうけんにん

にん い  こうけんけい やくしょ

かていさいばんしょ

せいねんこうけんにん
にん い      こうけんじゅにんしゃ

こうけん

とう き

ほうていこうけんもうした

任意後見契約
に ん い こう け ん か い  し

任意後見開始
に ん い こう け ん じ ゅ に ん しゃに ん い こう け ん じ ゅ に ん しゃ

いにん
任意後見受任者と
委任内容の検討

に ん い こう け ん か ん とくに んに ん い こう け ん か ん とくに ん

せんにん  もうした
任意後見監督人
選任の申立て

しん ぱん かく てい　  とう き

審判確定・登記
こう   けん かい    し

後見開始
しゅうりょう

終了

しゅうりょう

終了

家庭裁判所

家庭裁判所

本人の判断能力の低下

本人の判断能力の低下

ほ  さ ほじょ

・収入印紙　3,400円　※保佐・補助の場合は追加あり
ほさ ほじょ

・郵便切手　3,270円　※保佐・補助の場合　　　4,210円
もうしたてにん こうけんにんとうこう ほ しゃ

・戸籍謄本（本人、申立人、後見人等候補者）　　所定手数料
・住民票（本人、後見人等候補者）　所定手数料
・登記されていないことの証明書（本人）　300円
・診断書　医療機関ごとの所定の金額
・鑑定料（後見・保佐で必要な場合）　5～10万円
※申立て書類作成を弁護士や司法書士に依頼する場合は別途手数料が必要

・公正証書作成の基本手数料
・法務局への登記嘱託料
・収入印紙
・書留郵送料、正本謄本の作成手数料　所定手数料
・戸籍謄本（本人） 　所定手数料
・住民票（本人、受任者） 　所定手数料
・印鑑証明書（本人、受任者）　　所定手数料

11,000円
1,400円
2,600円

報酬額は、家庭裁判所が本人の資産状況を考
慮しながら決定します。
※P5「成年後見人等の報酬額のめやす」参照

契約時の報酬額を支払います。

あらかじめ本人と任意  後見受任者との間
で定めておきます。

任意後見監督人の報酬

任意後見人の報酬

じゅにんしゃ

とう  き

じゅにんしゃ

こうせいしょうしょ

ほう  む  きょく

・判断能力が低下した時に備えて、
誰に、何を頼みたいかを考える。
・任

にんい
意後

こうけん
見人
にん
として手伝う人（任

にんい
意

後
こうけん
見受

じゅにんしゃ
任者）を決める。

・任
にんい
意後
こうけん
見受
じゅにんしゃ
任者と話し合い、委

いに ん
任

する内容と報酬を決める。
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・申
もうし
立
たて
人
にん
を決める。

・後
こう
見
けん
人
にん
等
とう
候
こう
補
ほ
者
しゃ
を検討する。

・申
もうし
立
たて
書類を取り寄せる（家

か
庭
てい
裁
さい
判
ばん

所
しょ
、ホームページ、推進機関など）

・成
せい
年
ねん
後
こう
見
けん
用の診断書（様式あり）

を主治医に依頼する。
・その他必要な書類をそろえる。

・公
こう
正
せい
証
しょう
書
しょ
で契約を取り交わす。

・必要に応じて、見守り、死後事務、
遺言などの契約を取り交わす。

・解除：任
にん
意
い
後
こう
見
けん
監
かん
督
とく
人
にん
が

選任される前は、公
こうしょうにん
証人

の認証を受けた書面でい
つでも解除できる。

・家
か
庭
てい
裁
さい
判
ばん
所
しょ
が本人にふさ

わしい後
こう
見
けん
人
にん
等と支援内

容を決定する。
・審

しんぱんしょ
判書が申

もうし
立
たて
人
にん
、本人、

後
こうけんにん
見人等に通知される。

※1〜1か月半程度かかる。

・住民票所在地の管
かん
轄
かつ
家
か
庭
てい
裁
さい
判
ばん
所
しょ
に申

もうし
立
た
て

（東久留米市民は立
たち
川
かわ
家
か
庭
てい
裁
さい
判
ばん
所
しょ
）

・家
か
庭
てい
裁
さい
判
ばん
所
しょ
に電話で面接日時を予約する。

・３日前までに郵便で申
もうし
立
たて
書
しょ
を送付する。

・家
か
庭
てい
裁
さい
判
ばん
所
しょ
で本人、申

もうし
立
たて
人
にん
、後

こう
見
けん
人
にん
等
とう
候
こう

補
ほ
者
しゃ
が面接を受ける（もしくは調

ちょう
査
さ
官
かん
が訪

問する）
・本人の親族に対して、家

か
庭
てい
裁
さい
判
ばん
所
しょ
から同

どう
意
い

確
かく
認
にん
を行う。

・本人判断能力を詳しく鑑定する場合があ
る。
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2,600

後見人等、監督人等の報酬
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こうけん

とう き

ほじょ

ほうていこうけんもうした

任意後見契約
に ん  い  こう け ん か い  し

任意後見開始
に ん い こう け ん じ ゅ に ん しゃに ん い こう け ん じ ゅ に ん しゃ

いにん
任意後見受任者と
委任内容の検討

に ん い こう け ん か ん とくに んに ん い こう け ん か ん とくに ん

せんにん　  もうした
任意後見監督人
選任の申立て

しん ぱん かく  てい　  とう　き

審判確定・登記
こう   けん かい    し

後見開始
しゅうりょう

終了

しゅうりょう

終了

家庭裁判所

家庭裁判所

本人の判断能力の低下

本人の判断能力の低下

・収入印紙　3,400円 ※保佐・補助の場合は追加あり
・郵便切手　3,220円 ※保佐・補助の場合　　　4,130円
・戸籍謄本（本人、申立人、後見人等候補者）　　所定手数料
・住民票（本人、後見人等候補者）　所定手数料
・登記されていないことの証明書（本人）　300円
・診断書　医療機関ごとの所定の金額
・鑑定料（後見・保佐で必要な場合）　5～10万円
※申立て書類作成を弁護士や司法書士に依頼する場合は別途手数料が必要

・公正証書作成の基本手数料
・法務局への登記嘱託料
・収入印紙
・書留郵送料、正本謄本の作成手数料 所定手数料
・戸籍謄本（本人） 　所定手数料
・住民票（本人、受任者） 　所定手数料
・印鑑証明書（本人、受任者）　　所定手数料

11,000円
1,400円
2,600円

報酬額は、家庭裁判所が本人の資産状況を考
慮しながら決定します。
※P5「成年後見人等の報酬額のめやす」参照

契約時の報酬額を支払います。

あらかじめ本人と任意  後見受任者との間
で定めておきます。

任意後見監督人の報酬

任意後見人の報酬

じゅにんしゃ

とう き

じゅにんしゃ

こうせいしょうしょ

ほう  む  きょく
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・家
かていさいばんしょ
庭裁判所に任

にん
意
い
後
こう
見
けん
監
かん
督
とく
人
にん

選
せんにん
任の申

もうした
立てを行う。

・家
かていさいばんしょ
庭裁判所が審

しん
理
り
し、任

にん
意
い
後
こう

見
けん
監
かん
督
とく
人
にん
が選任される。

・契約内容に基づいて、任
にん
意
い
後
こう

見
けん
人
にん
が支援を開始する。

・監
かん
督
とく
：監

かん
督
とく
人
にん
と家

か
庭
てい
裁
さい
判
ばん
所
しょ
が

任
にんいこうけんにん
意後見人の職務を監

かん
督
とく
する。

・本人もしくは任
にんいこうけんにん
意後見人が亡くなった時。

・やむを得ない理由での契
けい
約
やく
解
かい
除
じょ
する

時（家
かていさいばんしょ
庭裁判所の許可が必要）。

・法
ほう
定
てい
後
こう
見
けん
の開始（家

かていさいばんしょ
庭裁判所が法

ほう
定
てい
後
こう

見
けん
の利用が必要と判断した場合のみ）。

・本人の相
そう
続
ぞく
人
にん
に財産を受け渡す。

・抗
こうこくきかん
告期間（審

しんぱんしょ
判書を受け取って

２週間）後に審
しんぱん
判が確定する。

・家
かていさいばんしょ
庭裁判所が審

しんぱん
判内容を登

とう
記
き
す

る。
・後

こう
見
けん
人
にん
等が東

とうきょう
京法

ほう む
務局

きょく
から登

とう き
記

事
じこ う
項証

しょうめいしょ
明書を取得する。

・家
かていさいばんしょ
庭裁判所が行う後

こう
見
けん
人
にん
等
とう
職
しょく
務
む

説
せつ
明
めい
会
かい
に参加する。

・本人が亡くなった時。
・やむを得ない理由で後

こう
見
けん
人
にん
等

が辞任する時（家
かていさいばんしょ
庭裁判所の

許可が必要）。
・本人の相

そうぞくにん
続人に財産を受け渡

す。

・後
こう
見
けん
人
にん
等が定められた権限の範

囲で本人への支援を開始する。
・監

かんとく
督：家

かていさいばんしょ
庭裁判所や監

かんとくにん
督人が後

こう

見
けん
人
にん
等の職務を監

かんとく
督する。

・後
こうけんしんたく
見信託：必要に応じて信託銀

行を活用して財産管理を行う。
・初回報告：審

しんぱん
判から２か月後まで

に財
ざいさん
産目

もくろく
録、年

ねんかんしゅうしよていひょう
間収支予定表、

資料等を提出する。
・定期報告：定期的に事務報告、
財
ざいさん
産目

もくろく
録、収

しゅうしじょうきょうほうこくしょ
支状況報告書、資

料等を提出する。



○相談　平日　午前 9 時～午後 5 時／来所、電話、訪問   TEL : 042-479-0294
本人、家族、福祉関係者などを対象に、個別の事情に合わせて制度の説明と相談を受けます。申立
て手続きの支援、専門職団体の案内、成年後見人等の支援もあります。まずは電話でお問い合わせく
ださい。

○専門相談　毎月第 4 水曜日　午後 2 時～ 4 時　※要予約／わくわく健康プラザ
　成年後見人として活動する社会福祉士・司法書士が、成年後見制度の相談を受けます。
予約の上、来所が必要です。福祉関係者からの相談も可能です。
１人６０分、２人まで。要予約。

○法律相談　毎月第 2 日曜日　午後 2 時～ 4 時 20 分　※要予約／中央町地区センター
弁護士が成年後見やその他権利擁護についての相談を受けます。６５歳以上の高齢者、知的、精神

などの障がい者およびその家族が対象です。予約の上、来所が必要です。
１人４０分、４人まで。毎月１５日から予約受付開始。

申立書類等のダウンロードができます。
信託銀行等
（受託者）
金銭管理

後見制度支援信託
こう けんせい  ど    し  えん しん たく

成年後見人等の報酬額のめやす
せ い ねんこう けん にんとう

こうけんせい ど　し  えんしんたく

しんたくけいやく

い たく しゃ

しん ぞくこうけん に ん せんもんしょくこうけんにん

ほうていだいりにん

か  ていさい ばんしょ

かん  り ざいさんがく

せいねんこうけんにん

ほ   さ  にん

ほ  じょ  にん

しん たくぎんこうじゅえきしゃ

じゅたくしゃ

しんたくけいやくてい けつ ご ついか  しんたく

かていさいばんしょ し  じ   しょ

東久留米市成年後見制度推進機関の相談窓口（無料）
ひがし く る 　 め 　し

成年後見制度に関する関連機関
せ い ね ん こうけ ん せ い  ど

せいねんこうけんせいど

せいねんこうけん

とうきょうかていさいばんしょ

とうきょうかていさいばんしょ

もうしたてしょるい

こうけん

せいねんこうけんにん

せいねんこうけんにん

せいねんこうけんせいど

けん り よう ご

こうけんとう き

にん い こうけんせいど

もうしたてだいこう だいさんしゃこうけん

せい ねん こう  けん せい    ど   すい  しん き   かん

（注2）信託契約締結後は、一時金交付、定期交付金額の変更、追加信託、
解約の際に、それぞれ家庭裁判所の発行する指示書が必要です。

ほ　さ ほ じょ にん い  こうけん

（注1）保佐、補助及び任意後見では利用できません。

成年後見監督人
保佐監督人
補助監督人
任意後見監督人

せいねんこうけんかんとくにん

  ほ   さ  かんとくにん

  ほ じょ かんとくにん

にん い  こうけんかんとくにん

後見制度

支援信託

こうけんせいど

しえんしんたく

成年後見人
保佐人
補助人

1,000万円以下

1,000万円を超え5,000万円以下

5,000万円を超える

月額２万円
月額３万円～４万円
月額５万円～６万円

月額１万円～２万円
銀行等による

月額１万５千円～３万円

管理財産額
基本報酬額（めやす額）

※「基本報酬」・・・通常の後見事務を行った場合の報酬。別途、付加報酬があります。

（預貯金及び有価証券等の
　　流動資産の合計額）

　成
せいねんこうけんにんとう
年後見人等に対する報

ほうしゅう
酬は、「報

ほうしゅうふよ
酬付与の申

もうした
立て」があったときに家

かていさいばんしょ
庭裁判所が決定します。報酬額の基準は

対象期間中の事務内容（財
ざいさんかんり
産管理及び身

しんじょうかんご
上監護）、本人の財産を総合的に考慮して、各事案における適正妥当な金

額を算定します。なお、親族の成
せいねんこうけんにんとう
年後見人等の報

ほうしゅう
酬の申

もうした
立ては、事案に応じて減額されることがあります。
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　後
こうけんせいどしえんしんたく
見制度支援信託は、後

こうけんせいど
見制度による支援を受ける方（ご本人）の財産のうち、日常的な支払いをするのに

必要十分な金銭を預貯金等として後
こうけんにん
見人が管理し、通常使用しない金銭を信

しんたくぎんこう
託銀行等に信

しんたく
託する仕組みです。

成
せいねんこうけん
年後見において利用することができます（注１）。信

しんたくざいさん
託財産は、元本が保証され、預

よき ん ほ け ん せ い ど
金保険制度の保護対象にもな

ります。

　後
こうけんせいどしえんしんたく
見制度支援信託を利用すると、信

しんたくざいさん
託財産を払い戻したり、信

しんたくけいやく
託契約を解約したりするにはあらかじめ

家
かていさいばんしょ
庭裁判所が発行する指

し じ し ょ
示書を必要とします。

　家
かていさいばんしょ
庭裁判所が信

しんたく
託の利用に適すると判断した場合、選

せんにん
任された弁護士または司法書士の専

せんもんしょくこうけんにん
門職後見人が信

しんたく
託す

る銀行等や財産の額などを決めた上、家
かていさいばんしょ
庭裁判所の指示を受けて、信

しんたくぎんこう
託銀行等と信

しんたくけいやく
託契約を締結します。

　専
せんもんしょくこうけんにん
門職後見人は、関与の必要がなくなれば辞任し、親

しんぞくこうけんにん
族後見人に財産管理を引継ぎます。



○相談　平日　午前 9 時～午後 5 時／来所、電話、訪問   TEL : 042-479-0294
本人、家族、福祉関係者などを対象に、個別の事情に合わせて制度の説明と相談を受けます。申立
て手続きの支援、専門職団体の案内、成年後見人等の支援もあります。まずは電話でお問い合わせく
ださい。

○専門相談　毎月第 4 水曜日　午後 2 時～ 4 時　※要予約／わくわく健康プラザ
成年後見人として活動する社会福祉士・司法書士が、成年後見制度の相談を受けます。
予約の上、来所が必要です。福祉関係者からの相談も可能です。
１人６０分、２人まで。要予約。

○法律相談　毎月第 2 日曜日　午後 2 時～ 4 時 20 分　※要予約／中央町地区センター
弁護士が成年後見やその他権利擁護についての相談を受けます。６５歳以上の高齢者、知的、精神

などの障がい者およびその家族が対象です。予約の上、来所が必要です。
１人４０分、４人まで。毎月１５日から予約受付開始。

申立書類等のダウンロードができます。
信託銀行等
（受託者）
金銭管理

後見制度支援信託
こう けんせい  ど し えん しん たく

成年後見人等の報酬額のめやす
せ い ねんこう けん にんとう

こうけんせい ど し えんしんたく

しんたくけいやく

い たくしゃ

しん ぞくこうけん に ん せんもんしょくこうけんにん

ほうていだいりにん

か  ていさい ばんしょ

かん  り ざいさんがく

せいねんこうけんにん

ほ   さ  にん

ほ  じょ  にん

しん たくぎんこうじゅえきしゃ

じゅたくしゃ

しんたくけいやくてい けつ ご ついか  しんたく

かていさいばんしょ し じ しょ

東久留米市成年後見制度推進機関の相談窓口（無料）
ひがし く　 る 　 め 　し

成年後見制度に関する関連機関
せ い ね ん こうけ ん せ い  ど

せいねんこうけんせいど

せいねんこうけん

とうきょうかていさいばんしょ

とうきょうかていさいばんしょ

もうしたてしょるい

こうけん

せいねんこうけんにん

せいねんこうけんにん

せいねんこうけんせいど

けん り  よう ご

こうけんとう  き

にん い こうけんせいど

もうしたてだいこう だいさんしゃこうけん

せい ねん  こう  けん せい    ど   すい  しん   き   かん

（注2）信託契約締結後は、一時金交付、定期交付金額の変更、追加信託、
解約の際に、それぞれ家庭裁判所の発行する指示書が必要です。

ほ　さ ほ じょ にん い  こうけん

（注1）保佐、補助及び任意後見では利用できません。

成年後見監督人
保佐監督人
補助監督人
任意後見監督人

せいねんこうけんかんとくにん

ほ さ かんとくにん

ほ じょかんとくにん

にん い  こうけんかんとくにん

後見制度

支援信託

こうけんせいど

しえんしんたく

成年後見人
保佐人
補助人

1,000万円以下

1,000万円を超え5,000万円以下

5,000万円を超える

月額２万円
月額３万円～４万円
月額５万円～６万円

月額１万円～２万円
銀行等による

月額１万５千円～３万円

管理財産額
基本報酬額（めやす額）

※「基本報酬」・・・通常の後見事務を行った場合の報酬。別途、付加報酬があります。

（預貯金及び有価証券等の
　　流動資産の合計額）
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団地センター

平成29年10月発行

団地団地

ドイト

プライス
滝山
病院
地域

センター

都民
銀行 団地

公 園当所

わくわく健康プラザ内 

公 園 遊
歩
道

団地

第九小学校

滝山団地中央

交

交

ひがし く　 る　 め    し しゃかいふく    し  きょうぎ  かい

しゃかいふく    し  きょうぎ  かい しゃきょう

しゃかいふくし ほうじん せいねんこうけんせいど すいしん き かん

①東久留米駅西口から「滝山営業所（前沢宿経由）」行きバスに乗車し、「団地センター」で下車徒歩約５分
②東久留米駅西口から「武蔵小金井駅（西団地・錦城高校経由）」または「昭和病院」行きバスに乗車し、「ガス

ミュージアム入口」で下車徒歩約５分

E-mail：kenri@higashikurume-shakyo.or.jp　URL：http://www.higashikurume-shakyo.or.jp/index.html

平日（月曜～金曜日）午前 9 時～午後 5 時
住所：〒203-0033  東久留米市滝山 4-3-14　わくわく健康プラザ 2 階
T E L ：042-479-0294　FAX：042-476-4545
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